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多くの行事を行い、そ

多くの行事を通して、仲間との絆を深めあった第４ステップ 

 １０月半ばから始まった第４ステップでは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

延期してきたたくさんの行事を行うことができました。 

 全力で取り組み、学級・学年の絆を深めあった運動会、仲間のよさを見つけあい、ふわふ

わシャボン玉でいっぱいになったひびきあい集会、ペア交流やグループ交流など自分の考えと仲間の考

えを練り上げた町研究発表会、縦割り班で初めて企画し、ルールを工夫して行った縦割りドッジボールフ

ェスティバルなど、全員の力を合わせて、多くのことに取り組みました。その中で、練習を繰り返すこと

で力が付き、楽しさが増すことや、全力で取り組むためには、よく話し合い学級が一つにまとまることが

大切であること、全力で取り組めば、成長できることなど、多くの学びを得られ、子どもたちの笑顔が増

えました。下の表に、学年ごとの宝物を載せていますが、どの学年も成長の姿が見られました。 

 また、地域の方や外部の様々な機関と連携して多くの体験も行いました。特に文化庁の主催する「文化

芸術による子供育成総合事業」では、落語や狂言などの古典芸能の楽しさをプロから教えていただき、本

物の芸術の素晴らしさを実感できました。他にも１年生のバナナ農家の見学、２年生の公共機関（ＪＲ）

を使った校外学習、４年生の世界遺産である日本の伝統和紙作りの紙すき体験など、教科書で学んだこと

を自分の体全部を使って学びました。本物に触れ、本物から学び取 

れる体験は、子どもたちにも多くの成長をもたらしました。 

 これら多くの学びが得られたのも、マスク・手洗い・うがいなど

の健康安全に気を配るなど、基本的生活習慣を大切にし、子どもた

ちが元気な生活を送れるようにご協力いただいた保護者・地域の皆

様のおかげです。大きな事故もなく冬休みを迎えることができます

ことに深く感謝申し上げます。２０２１年、東京オリンピックのあった年も終わります。どうぞ、新しい

２０２２年を家族そろってお迎えください。  ＜↓ 第４ステップ  学年の宝物＞ 
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交流学級の授業の中でも発言できるように

なった。 

挨拶が元気よくできるようになった。また、

ふわふわ言葉で困っている子を応援したり助

けたりできた。 

１ 意欲的に挙手する子が増えた。 学習長を中心にして時間を意識して授業準

備ができるようになってきた。 

２ 時間を意識し、２分前行動で学習をスター

トすることができた。 

名前を付けて挨拶したり、誰にでも挨拶した

りする子が増えた。 

３ ペア交流をどの授業でも行い、意欲的に挙

手する子が増えた。 

時刻を意識し、給食配膳が１０分でできるよ

うになった。 

４ 授業に集中することができるようになり、

挙手が増えた。 

時間を意識して行動し、３分前着席ができ

た。 

５ 背筋を伸ばす、相手を意識して聴くなど授

業姿勢が向上した。 

３分前学習に取り組めるように時間を意識

した行動ができた。 

６ 挙手の回数が増え、交流の中でも全員が話

せるようになった。 

仲間への声かけが増え、リーダーの呼びかけ

に応える姿が増えた。 

 ★自分で学ぶ子   

★仲よく助け合う子      

  

  

★自分できたえる子 

ドッジボール対戦前の整列 



  三者懇談ありがとうございました。 

 一人１０分間という短い時間の懇談でしたが、夏休み以降の第３・第４ステ

ップで成長したことが実感できたという感想が多く聞かれました。 

 保護者の皆様の中には、家庭では見せないしっかりした発表の姿を見られ

て、「本当に成長していることを実感できました」と、涙を流して成長を喜んで

いただける方もみえました。また、児童が作ったパワーポイントのできばえの

素晴らしさからも子どもの成長ぶりを感じ取っていただけました。保護者と教

師が共に拍手で褒めることで、子どもたちは自己の成長をより実感できました。また、一方では、個

人の課題も見つかったことと思います。ぜひ、冬休み中から課題の改善に取り組んでいただければ

と思います。冬休みは、こたつに入り込み、テレビにかじりついて、夜更かししがちです。健康づく

りは、「早寝・早起き」からです。規則正しい生活で、元気に新年を迎えてほしいと願います。 

 明日から始まる１３日間の冬休みは、年末年始を挟む楽しいお休みです。家族揃って、新しい年を

迎える準備をしたり、１年に一度しか行わないような日本の伝統的な行事（もちつき・しめ縄飾り付

け・おせち作り・除夜の鐘つき・書き初めなど）も数多くの経験をしたりできる貴重な機会です。子

どもたちも家族の一員として働く機会がたくさんあります。短い休みですが、ぜひ家族との会話や

ふれあいを通して、家庭生活の楽しみを見付けられるようにしていただけるとありがたいです。何

かお困りごとがあれば、学校へご連絡ください。 

なお、１２月２９日～１月３日までは、年末年始休業日のため、学校は閉庁しています。急用は、

学校携帯：０７０－１３４８－６８１８か、教育委員会：６４－４３４２までご連絡ください。 

＜赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました＞ 

フリー参観日に保護者の皆様に呼びかけたこともあり、例年より多くの募金が

集まりました。１２月２１日（火）に計画委員長の山田さんが、昼の放送を使っ

て児童のみんなに報告しました。 

計画委員長の山田有莉です。わたしは、昨日校長先生と一緒に、安八町役場に行き、皆さんが協力し

てくれた赤い羽根共同募金のお金を町長様に渡してきました。前にもお知らせしましたが、皆さんの思

いやりの気持ちで、２９，０６９円が集まりました。このお金は、安八町の福祉協議会でよく考えられ、

安八町のみんなが幸せになるために工夫して使われるそうです。皆さんのご協力、本当にありがとうご

ざいました。町長様からは、６年生に対して、「残り少ない小学校生活の中でたくさんの楽しい思い出

を作ってください」と、励ましのお言葉をいただきました。 

私たち計画委員は、今日のドッジボールフェスティバルもそうですが、全校のみんなが楽しく生活で

きるようにこれからも考えていきます。何か、児童会に要望があれば、出してください。 

＜冬の登下校の安全対策をお願いします＞ 

寒い日が続くようになります。寒さのために手をポケットに入れて歩く子が

見られます。１０月の登校途中に縁石につまずいて顔から転び、顔をすりむく

ということがありました。また、１２月には、上着のチャックが開いており、上

着の裾が階段の手すりに引っかかり、階段から転げ落ちて、頭を床にぶつけるというけがもありま

した。幸い軽傷で済みましたが大きなけがにつながりかねませんでした。バランスを崩して転倒し

そうになったときに、手を出して顔から落ちるのを防ぐことができるかどうかで、けがの程度が変

わります。「手は出して歩く」は、安全対策の基本です。寒い間は、けがの防止のためにも手袋の着

用をお願いします。また、防寒着は、安全上、前のファスナーを閉めたりボタンなどをとめたりす

るように指導しています。けがの防止のためにもご理解とご協力をお願いします。 

保護者の方による 

絵本の読み聞かせ 



 


